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H. TAKAHASHI : Notes on the Plants Collected in fzu Islands (2) 
5. 御蔵島のニオイエピネ（オオキリシマエビネ） 前報でオオキリシマエビネの新島新
産を報告したか， このことはすでに古くから知られていたようで， 伊藤：エビネとその仲
間(1969 rや前Il : 原色 日本のラン(1971)などに記述があり， その和名も前記著書を参




た当時， 御蔵島のエピネは花が大きく， においがあることを同社に話したところ， 早速そ
の方の採集も依頼され送ったものが ， 後にニオイエビネの名でカタログに載ったという。
御蔵島におけるニオイエビネの垂直分布は， 標高200 -700 mの間で， スギ， ツハキ，
ツゲ， クロマツなどの植林地やシイ， タプ， ヤマグルマなどの自然林に生え， やや明かる
い林床または林縁に小群落をなしている。 人里付近や路傍は取りつくされたらしく， その
数は少なく， また暗い森林内には生育していない。 地下の偽鱗茎は連珠状に続き， かなり
古い葉も残こっている。 開花期は 4 月から5月， 花もちがよく， 20日から30日の長い間開
花し， 花か終り頃になると変色し， 芳香はなくなる。 稀に冬咲きもあり， 栗本岩松氏の栽
培品の中には冬期に開花する個体もあるとのことである。
ニオイエビネの花色の変異を御山（標高850 m)から御代ヶ池に下る途中（標高600 -
700 m)の自生地で観察した。 ここは山深く人為的な影響が殆んどないところである。 普
通品は唇片が白色で花被片が淡紫色と淡桃色の個体であった。 唇片は白色のほかにクリー














































北 陸 の 植 物 第20巻 第 2号 昭和47年 6月
• 内藤(1965)かあけているHosta longipesは採集していない。 御蔵島産Hosta も根生
葉のみて花は見ていないか恐らくハチジョウキボウシであろう。
Hosta rupifraga N AKAi 









えることはなく， また膳葉にしてもよく残こっている。 この 一型をアカフトゲナシサルト
リイハラと呼び記載する。 村の人は既にこれに気付いていて， 毎年この小枝を折り取って
来て花瓶に生けていたようてあり， 充分観葉植物となり得るものである。
Smilax china L. var. yanagitai HONDA in Bot. Mag. Tokyo 49 : 6 97 (1935) 
f . vanegata H. TAKAHASHI f. nov. 
F olia rubro -violaceo -variegata. 
N om. Jap. A kafu-togenashi-sarutoriibara. (nov.) 
Hab. Honshu, Prov. Izu : Mikurajima, Sato-buraku ( H. TAKAHASHI, May 
5, 1972. - Holotypus in KPM no. 3656 0) （続く）
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